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第５学年 国語科学習指導案

児 童 ５年３組 男子１６名 女子１４名 計３０名

指導者 正木 啓一

１ 単元名 「地球環境について考えよう」 １１月 １６時間（話す・聞く２ 書く７ 読む７） 
（教材名 子ども環境会議を開こう）

２ 単元について

(1) 教材について

第５学年及び第６学年の「書くこと」における目標は，「目的や意図に応じ，考えた事などを筋道を

立てて文章に書くことができるようにするとともに，効果的に表現しようとする態度を育てる。」であ

る。 
本単元は，第１教材「一秒が一年をこわす」と第２教材「ホタルのすむ水辺」と第３教材「『子ども

環境会議』を開こう」の３教材から構成する複合単元である。本教材の「一秒が一年をこわす」では，

事実を明確な数量によって押さえながら，現在の地球規模での環境に関する問題について述べている。

「ホタルのすむ水辺」では，より身近な問題を分かりやすく取り上げて述べている。この二つの説明文

をもとにして，「子ども環境会議」を開くために，自らも環境問題について調べ，発表原稿にまとめて

発表することにより，資料を整理し，構成的な原稿を書く力をつけることができる。

(2) 児童の実態

児童は 5 年生になってから，説明文「海にねむる未来」で文章を的確に読みながら筆者の考えをとら

えて自分の考えをもつ学習をした。また「言葉の研究レポート」では，身の回りの言葉について調べた

ことを整理して分かりやすくレポートを書くことを学んだ。さらに「わたしたちの学校生活」では，体

験したことを分かりやすく書き，それをもとに相手や目的を考えてスピーチをする学習をしてきている。

これらの学習を通して，児童は要旨をとらえたり，文章全体の構成を考えて書いたりすること，また，

相手意識・目的意識を明確にもち組み立てを工夫して話す力が育ってきている。

学級の傾向としては，全体的には意欲的に書く活動に取り組むが，「何を書くのか思いつかない」「面

倒くさい」等，書くこと全般に抵抗を感じている児童も数名いる。また，文章をまとめる力にはかなり

個人差がある。

（3）指導に当たって

本単元の学習は，相手意識・目的意識をもちながら，環境問題の深刻性や自分達にできる解決策を考

えて意見文を書くことが学習の中心になる。分かりやすい発表原稿が書けるようにすることが大きな目

標である。そこで，書くことを苦手としている児童も意欲的に学習活動に取り組むことを考慮しながら，

個に応じた指導の工夫を行っていきたい。

（4）研究仮説との関わり

ア 教材の工夫

児童が書く題材は，身近で問題を意識しやすく，自分達が行動できそうなものを選択させる。実

際に書く過程では相手や目的を意識させながら，構成の段階では，多様な文章構成の中から自分の

主張したいこと，収集した事例に一番あうと思われる文章構成を各自選び構成表にまとめさせる。

また，記述の段階では，ワークシートや掲示資料を活用し，資料からの引用部分と自分の考えを明

確に分けて，自分の言いたいことをしっかり伝えて書けるようにする。推敲の段階では，例文によ

り書き直す観点を提示したり，自己評価，相互評価，教師による評価を意図的に位置付けたりして，

さらに効果的な表現になるような工夫をさせる。
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イ グループ学習，Ｔ・Ｔ指導

記述の場面では，どの児童も意欲を持って書けるようにつまずきの見られる児童に対しては教材

文の書き方を参考にさせたり，対話によって思い出させたりしながら支援していく。特にＴ２はつ

まずきの予想される児童を中心に支援を行っていくが，Ｔ１と同様に他の児童一人一人にもきめ細

やかな支援を心がけていく。

また，構成の場面ではグループ学習を取り入れ，組み立てに注意して考えたり工夫したりしてい

るかを話し合う場を設定する。そこでよりよい構成になるように支援していく。

ウ 座席表の活用

個々のテーマを確認し，児童の様子やつまずきの状況を座席表に書き込んでいくことにより，児

童の変容を見取っていく。そして個々のつまずきや行き詰まりに対して支援し，解決への手がかり

を指導していくことができるようにする。

３ 単元の目標

○ 地球環境について考えながら，文章を読んで要旨をとらえ，自分の課題を持つ。 
○ 課題について調べたことを整理して資料を作り，「子ども環境会議」を開いて，考えを深める。

［関心・意欲・態度］ ・環境問題について関心を持ち，自分の課題について調べたり，発表し合った

りしようとしている。

［話すこと・聞くこと］ ・資料を示しながら，自分の考えを発表することができる。

・環境に関して自分たちができることという議題に関して，自分の立場を明確

にし，積極的に意見を出し合うことができる。

［書 く こ と］ ・調べたことの中から，必要な事柄や資料を選び，文章の組み立てに気をつけ

ながら，発表原稿を書くことができる。

［読 む こ と］ ・地球環境について調べ，話し合うという目的を持って読み，文章の内容を的

確に押さえながら要旨をとらえることができる。

・書かれている内容について，事例と感想・意見の関係を押さえ，自分の考え

を持ちながら読むことができる。

［言 語 事 項］ ・文と文の意味のつながりを考えながら，指示語や接続語を適切に使うことが

できる。

４ 単元の評価規準

概 ね 満 足

関心・意欲・態度
① 地球規模や身近な環境問題に関心をもち，自分たちの課題について意

欲的に考えたり話し合ったりしようとしている。

話すこと・聞くこと

① 意図が伝わるように組立てを考えて，資料を活用しながら自分の考え

を発表している。

② 自分の立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合っている。

書くこと

① 調べたことの中から，必要な事柄や資料を選び整理し，組み立てを工

夫して書いている。

② 目的や意図に応じて自分の考えを効果的に書いている。

読むこと

① 地球環境について調べ，話し合う目的をもって教材文を読み，文章の

内容を的確に押さえながら要旨をとらえている。

② 書かれている内容について，事例と感想・意見の関係を押さえ，環境

について自分の考えをもちながら読んでいる。

③ 環境に関して自分に必要な情報を得るために学校図書館を利用する

などして必要な本を探して読んでいる。

言語についての知識・理

解

① 文と文，段落と段落の連接関係を考えて，指示語や接続語を適切に使

っている。

② 必要な情報の内容を理解したりするための語句について，辞書を利用

して調べている。
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５ 指導計画

評価規準
次 時 目 標

概ね満足

単 元 の 評

価 規 準 と

の関連

指導

体制

１
単元のねらいを知り，学習の

見通しをもつことができる。

・「地球環境について考える」という話題に

興味をもって文章を読もうとしている。

関

話①  一斉

２

・人類の科学技術の発達とは何か，それが地

球環境に及ぼす影響はどんなことかにつ

いてワークシートに書いている。

読①  一斉

３

・地球が誕生してから，人類が便利な社会を

作り上げるまでの流れを，年数と合わせて

書いている。

読① 一斉

４
・「地球の歴史」と「人類の歴史」を比較し

て読み取り，筆者の主張も書いている。
読①  一斉

１

５

まとまりごとの要旨を的確に

とらえ，文章に書かれている事

例と筆者の考えの関係を押さえ

たり，自分の考えと課題をまと

めたりすることができる。
・要旨（人類の知恵と技術での繁栄，地球環

境のわずかな期間での破壊，地球からのし

っぺ返し）をとらえ，自分なりに地球環境

に対する考えを書いている。

読①② 一斉

２ ６

文章に書かれている事例と筆

者の考えの関係を押さえ，自分

の考えと課題をまとめることが

できる。

・ホタルがすめない理由，それが減った理由，

また，筆者の意図をとらえてワークシート

に書いている。さらに，それについて自分

の考えを書いている。

読①② 一斉

３ ７

必要な情報を得るために，課

題に合った方法を選び，調べる

ことができる。

・自分ができる最もよい方法で，情報を収集

している。

関

読③  T・T

総合的な学習の時間で，自分達の課題について調べ学習をし，資料を収集する。

8
・

9

調べたことの中から必要な情

報を選択し，発表原稿の構成を

考えることができる。

・集めた情報を整理して，分かりやすい発表

原稿の構成を考えている。

書①  
言①②

一斉

10
・

11

構成表をもとに，聞き手によ

く分かるような発表原稿を書く

ことができる。

・事例と自分の考えを明確にした分かりやす

い発表原稿を書いている。

書②  
言①②

T・T

12

本

時

推敲の観点にもとづいた例文

の提示や自己評価，グループご

との相互評価により，さらによ

く分かる発表原稿に書き直し，

友達の表現の工夫に気づくこと

ができる。

・観点にもとづき，地域の人々に，調べて考

えたことを印象づけて発表できる原稿に

なるよう推敲し，友達の推敲の感想も書い

ている。

書②  
言①②

一斉

13
推敲した原稿を清書し，子ど

も環境会議の準備をすることが

できる。

・観点にもとづき清書し、必要な資料と合わ

せて発表の準備をしている。

書②  
言①②

一斉

３

14
・

15

話の組み立てを工夫し，資料

を活用しながら発表したり，環

境問題について自分の立場を明

確にして意見を出し合ったりす

ることができる。

・話の組み立てを工夫し，資料を活用しなが

ら発表している。

・環境問題について自分の立場を明確にし

て，意見を出している。

関

話①②
一斉

４ 16
「より確かな情報」のとらえ

方や伝え方を読み取ることがで

きる。

・「いつ・どこで・だれが・どんな方法で・

どんな目的で」調査したのかを確かめるこ

と，また，自分が調査報告する際も，それ

らを意識することが大切であることをと

らえ書いている。

読③  一斉

総合的な学習の時間で，自分達の考えたことについて行動し，結果をまとめる。
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６．本時の指導（９／１６時間）

（１）目標 自分の伝えたい内容や考えを明確に表現するために，集めた情報を整理して，文章全体の

組立てを考えながら効果的な構成を書くことができる。

（２）具体の評価規準

十分満足 概ね満足 努力を要する児童への

支援

評価方法

書 集めた情報を整理して，自

分の伝えたい内容を，構成の

効果を工夫しながら，分かり

やすい発表原稿の構成にま

とめて書いている。

集めた情報を整理して，自分

の伝えたい内容を述べる，分か

りやすい発表原稿の構成を書

いている。

例示をみながらどの

パターンで書くかを選

ばせ，構成表のワークシ

ートに調べたことを書

き込ませていく。

構成表

ふり返り

カード

言 指示語や接続語を適切に

使って分かりやすく構成表

にまとめて書いている。

指示語や接続語を適切に使

って構成表を書いている。

構成表のワークシー

トをもとにどんな言葉

で文章をつなげばよい

かを考えさせる。

観察

（３）授業研究の視点

視点１ 文章構成の色々なパターンを例示として紹介しながら，今まで調べた内容をもとに，児童が

工夫した文章構成を選択し，自分の考えをはっきりさせた文章が書けるようにさせる。

視点２ グループ学習でお互いの構成を読み合うことで，お互いのよさや改善点に気づき，より良い

構成になるよう考えていく事ができるようにさせる。

視点３ 前時までの学習の様子を把握し，個々のつまずきに留意しながら児童が目標を達成すること

ができるよう支援をし，構成表にまとめていくことができるようにさせる。
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（４）展開

段

落

学 習 活 動 支援・留意点（○）と評価（◆）個…個に応じた指導

つ

か

む

５

分

１ 本時の学習課題をつかむ

調べたことが相手によく分かるよ

うな発表原稿の構成を工夫しよう。

○個々で調べてきた内容について認め，本時の学習への意欲付

けをするとともに，前時で学習したさまざまな構成の方法に

ついて確認する。

深

め

る

35
分

２ 例示をもとに，構成の方法と約束

について確認する。

・聞き手に一番伝えたいことを最初に

書く。 
・分かりやすい言葉で書く。 
・調べた内容と自分の考えを入れなが

ら書く。 

３ グループで構成メモを読み合い，

意見交換をする。

４ 構成表を手直しする。

○同じ資料でも何通りもの構成があり，構成によって印象が違

うことを確認する。

○提示資料を効果的に表現する構成にするための観点を確認

する。

○調べ活動で調べてきた資料をどの順番で構成していくと相

手に分かりやすく伝わるかを考えさせる。

個…何種類かの構成表の型を選択させ，書き込んでいくように

する。

個…早く終わった児童には，別の構成も考えさせる。

◆学習カードをもとに，構成を工夫して，調べて分かったこと

と，自分で考えたことを分かりやすく書こうとしている。

（書 観察，ワークシート）

○読み合った中から，分かりやすい点に着目させ，構成の工夫

のよさに気づかせる。

◆自分の意見を出し，よりよい構成になるように話し合ってい

る。（書 観察）

○ 構成表を見直し，分かりやすい構成になるよう手直しをさ

せる。また，見直しの終わった児童は別の構成も考えてさ

せる。

ま

と

め

る

５

分

５ 学習のまとめをし，次時の学習内

容を確認する。

○ ふり返りカードで本時の学習を振り返るとともに，感想を

交流し合う。 
◆ 観点に沿って自己評価をしている

（ふり返りカード，発表）
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（５）板書計画
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